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１．はじめに 

 曲げを受ける鉄筋コンクリート部材の変形を計算する方法

として Branson1)の方法があり，コンクリート標準示方書 2)に

も記されている。軸力と曲げが同時に作用する場合については，

堺・角田 3)が Branson の方法における曲げモーメント比を鉄筋

引張り力の比で置き換えて計算する方法を提案している。 

 今回，軸力と曲げが同時に作用する部材について，この部材

から曲げだけが作用する部分を抽出し，Branson の式を用いて

変形を計算する方法を試みたので，その概要を報告する。 

２．解析式 

(1)基本的な考え方  軸力と曲げが同時に作用する部材の

ひびわれ断面をもとに，次の仮定を用いて，曲げだけが作用す

る新たな断面（以下，抽出断面と呼ぶ。）を考える（図-１参照）。 

①抽出断面における中立軸から引張り鉄筋位置までの距離

は，実断面のそれと等しい。 

②抽出断面における鉄筋のひずみ量は，実断面におけるそ

れと等しい。 

③抽出断面において，鉄筋の引張力合力とコンクリートの

圧縮合力は釣り合う。 

④抽出断面からなる部材の変形（曲率）は，実断面からな

る部材の変形（曲率）と同じと考える。 

①～③をもとにして，抽出断面に作用する曲げモーメントを計算でき，この曲げモーメントに対する抽出断

面からなる部材の長さ方向の平均曲率を，Branson の方法で計算することができる。抽出断面部材の平均曲率

は，④により実断面部材の平均曲率となる。 

(2)式の誘導  Branson の方法を抽出断面にあてはめた場合，その有効断面二次モーメント eqI ′ は(1)式で表

される。 
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ここで，「’」は抽出断面であることを，また gI  と crI はそれぞれ全断面とひびわれ断面の断面二次モーメン

トを表し， crM はひびわれ発生モーメント，M は作用モーメントである。本文ではm の値は，堺・角田 3)の

研究を参考に 3とした。 

抽出断面の有効高さ 'd と引張り鉄筋比 'p および抽出断面に作用する曲げモーメント 'M は，それぞれ(2)式，

(3)式および(4)式のように導かれる。記号の意味は図-1に示しており，nはヤング係数比である。 
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図-1 曲げモーメントだけが作用する 

断面の抽出 
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 抽出断面としてのひびわれ断面の断面二次モーメ

ント crI ′ は成書にしたがって計算できる。抽出断面の全

断面有効の断面二次モーメント gI ′ は，抽出断面のひび

われ発生時曲率が実断面のひびわれ発生時曲率と一

致するとして (5)式により計算する。 
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ここにb ，h および d は，それぞれ実断面の幅，高さ

および有効高さである。また， eは実断面部材への作

用曲げモーメントM を作用軸力 N で除した値であり

実断面（全断面有効）に加わる偏心軸力の作用位置と

断面図心との距離である。 

３．実験との比較 

 本法による変形の推定精度を確認するため，既往の

実験結果と本法による計算結果を比較した。図-2は岩

城ら 4)による偏心量一定で軸力を増加させた実験，図

-3 は村山ら 5)による軸力を一定にして曲げモーメン

トを増加させた実験である。後者の中立軸の計算にお

いては圧縮鉄筋も考慮した。これらの図から，本法に

よる計算結果は実験をほぼシミュレートできている

ことが分かる。 

本法を，堺・角田 3)の方法と比較して図-4 に示す。 

概ね同等の結果を与えることが分かった。 

４．まとめ 

 軸力と曲げが同時に作用する鉄筋コンクリート部

材において，見かけ上曲げだけが作用する断面で成る

部材を取り出し，これに Branson の方法をあてはめる

ことによって部材変形を推定する方法を提案し，その

推定精度を示した。 
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図-2 偏心量一定部材の M-φ関係 

図-3 軸力一定部材の M-φ関係 

図-4 堺･角田の方法との比較 
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